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コンスタンティノス一代記 (2)

一一訳ならびに注一一

木村彰一・岩井憲幸

X.一一司さて哲人はふたたび汗とともに席につくと， cこう〕言った。「あなたがたの中に
あって，わたしは血縁も友人もないただひとりの人間である。しかし，わたしたちは〔と

もに)， 万物がその両手の中にあり， わたしたもの心もまたその中にある神について論じ

ている。あなたがたのうち，ことばにたくみな者たち1)は， わたしたちが話しあっている

ときに，彼らの理解するところをあるがままに言うがよろしL、。また，理解できないこと

は，たずねるがよろしし、。そうすればわたしたちがその人たちに説明しよう。Jユ夕、、ヤ教

徒たちは答えて言った。「われわれもまた聖書において， みことばと〔聖〕霊とを信奉し

ている。〔だが， )われわれに説明してもらいたし、。神が最初人間にお与えになったのは

どちらの律法か。モーセの〔律法〕か。それともあなたがたが守っている〔律法か)oJす

ると哲人は言った。「あなたがたは最初の律法を守っている〔と言いたしつために， cその
ような〕質問をするのか02)J彼らは答えた。「そのとおり。なぜなら最初の律法こそ〔守

るに〕値するものだからりそこで，哲人は言った。「もしあなたがたが最初の律法を守ろ

うと望んでいるのなら，割礼をきれいさっぱりとわやめるがよいりすると彼らは言った。

「なぜ、あなたはそのように言うのか。Jすると哲人は言った。「かくさすeにわたしに言うが

よし、。最初の律法が与えられたのは割礼において〔である)か。それとも非割礼において

〔である〕か。」彼らは答えた。「われわれが思うに，割礼において〔である)oJ

すると哲人は言った。 rc神がアダムに〕お命じになり，アダムが〔これを守らず〕堕落
してのち，神が律法を契約と名づけて，最初に律法をお与えになったのは，ノアにではな

かったか。なぜ、なら， c神は〕彼〔ノア〕にこう言われたからであるo IJ見よ，わたしはあな
たと， あなたの子孫および全地と〔を相手に)， :3つの命令から成る契約を立てる 4)。すな

わちへ〔さきにあなたがたに与えた〕青草と同じく，すべてのものを， cすなわち〕空の下
にあるかぎりのもの，地の上にあるかぎりのもの，水の中にあるかぎりのものを食べょの。

ただ肉〔だけ〕は〔一一〕血の中にそのいのちがある〔一一)Cそのまま〕食べてはならない九

さらに，人の血を流す者，その血の代わりにその者自身の血が流されるがよし判。』だとす

ればこれに反しておきながら，なぜあなたがたは最初の律法を守るべきだと言うのかわり

1)行伝.vii， 22. 
2)底本 <vもprasajete}.
3)底本 <setbno}.
4)創世.ix. 9-10. 
5)底本 <i:}. 
6)創世. ix，2-3. 
7)創世.ix.4;レピ， xvii， 14. 
8)創世. ix，6. 
9)底本 <Cbtoglagoljete ubo protivt) semu prbvoi zakono drbzati ?}. 
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木村彰一・岩井憲:苧

するとユダヤ教徒たちは彼〔哲人〕に向かつて答えた。「われわれは最初の〔すなわち〕

モーセの律法を守っている。だが，神はこれを律法とは呼ばれず， 契約と〔呼ばれた〕。

それはちょうど， はじめ楽園において〔神は〕人に対して〔それを〕命令〔と呼ばれJ1)，

アブラハムに対してはまた別に， すなわち割礼〔と呼ばれてJ， 律法とは〔呼ばれ〕なか

ったののと同じであるO なぜなら，作法と契約とは別ものであり，造物主はこのふたつを

それぞれ別々に名づけられたのである。Jすると哲人は彼らに符え〔て日っ〕た。「このこ

とについてわたしはあなたがたにこう言おう o (すなわち〕作法は契約と〔も〕呼ばれてい

るのである。なぜなら，神はアブラハムにこう百われた。『わたしはあなたがたの肉〔体〕

の中にわたしの律法を与える。』 これを神はまたわたしとあなたの間にあるであろうよう

な〔契約の〕しるしとも呼ばれた3)。さらにこの〔神〕はエレミヤに向かつて叫んでおられ

る。『この契約〔のことば〕を開き，ユダの人びととエルサレムに住む者に告げよ』と〔神

は〕言われた， w彼らに言え， イスラエルの神，主は， こう仰せられる，この契約のこと

ばに従わない者は，'!)lわれてあれ。この契約は，わたしがあなたがたの先担をエジプトの

地から導き出した日に，彼らに命じたところのものである心。JlJ

ユダヤ教徒たちはこれに対して〔こう〕答えた。「われわれもまた同じように， 律法は

契約とも呼ばれていると考える O そして彼ら〔ユダヤの人びと〕のうち，モーセの律法を

守っていた者はみな神のお気に召していた。われわれもこれを守っているから， (彼らと〕

同じであると思っている 5)。ところが， あなたがたは他の律法をうち立てて， 神の律法を

ふみにじっているりすると哲人は彼らに向かつて言った。「わたしたちの行ないは正しい。

なぜなら， もしもアブラハムが割礼を受けいれず， ノアの契約〔だけ〕を守っていたとす

れば， (彼は〕神の友とは呼ばれなかったであろう 6)。またそーセも，のちに改めて律法を

書きとめてからは，最初の律i去を守らなかったのである。わたしたちもまた同じように彼

らの手本に従っているのであり，ネlf'から律法を受け，神のご命令が〔つねに〕確因不動の

ものでありつづげるように， (その律法を)守っているのであるO なぜなら， ノアに律法

をお与えになったとき， 神は彼に向かつて， (のちに〕 もうひとつ〔の律法〕をもり与え

るつもりだとは言われず， (その作法が〕生き物に対して8)永遠につづ、く〔と言われたJo9) 

さらにまた，アブラハムに約束をお与えになったときも，村1は彼に向かつて『わたしはモ

ーセにもうひとつ〔の律法〕を与えるつもりだ』とは告げられなかったのである。だとす

れば，なぜ、あなたがたは〔その〕律法を守るのだろうか。

「神はまた， エゼキエル〔の口〕をかりで10) (こう〕叫んでおられるo Wわたしはその

1)創世， ii， 16参照。
2)創世， xvii， 10. 
3)倉Jj世t，xvii， 11. 
4)エレミヤ， xi，2-4. 
5)底本 {nepostujemも Csic)takozde byti}. 
6)イザヤ， x1i， 8;ヤコブ， ii， 23. 
7)底本 {idrugも Csc.zakonも)}.
8)テクスト {Vodus~ ziv(~l 訳は Vaillant ， 29の解釈に従った。
9)創世， ix， 16. 
10)底本 {Ijezekiiljemb}.
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コγスタシティノス一代記

〔律法〕を廃して，あなたがたに別の律法を与えよう。~ 1) エレミヤもまたのはっきりと〔こ

う〕言った。『主は言われる， 見よ，わたしがユダの家とイスラエルの家とに対して新し

い契約を結ぶ日が来る。それはわたしがあなたがたの先祖に対して，彼らの手をとってエ

ジプトの地から導き出した日々に結んだ契約には拠っていなし、。彼らもわたしの契約にと

どまることをせず， わたしも彼らを憎んだからである。〔しかし〕それらの日ののちにわ

たしがイスラユルの家に対して結ぶ契約はこれで‘ある，と::1:.は言われた。わたしは，わた

しの律法を彼らの思いの'+1に入れ，彼らの心に書きつける。わたしは彼らの神となり.彼
らはわたしのiえとなるであろう。~3)

「そしてその同じエレミヤがふたたひ、〔こうも〕言った。『主はこう言・われる 4) あなた

がたは近の上に立って， cよく)児， 主の〔定めた〕とこしえの近をたずね. まことの逃
がどれかを見〔きわめ〕て，その道を歩め。そうすればあなたがたはあなたがたの魂のた

めに，きよめを得るであろう， と。しかし彼らは，われわれは〔その道をJ:歩まない， と
った。わたしはあなたがたの間に見張りを立て， らっばの仔に I'cを傾けよ〔と言った〕。

しかし彼らはお;えて，われわれは耳を傾けることはしな~¥，と fまった。それゆえ， [司ぐにの

民と彼らの中の〔平の〕むれの牧者たちは聞くであろう。~5) そしてそのすぐあとでの〔彼

はこう古った。JW地よ，聞け。見よ，わたしはこの民に災をくだす。それは彼らの離反の

むくいであるO 彼らがわたしのことばにヰを傾けずり， fJjr:i者ーたちが行知したわたしの律

法を捨てたからである。~8) わたしは.このことだけでなく， mr主主ナこちによってあきらか
に〔示された〕他のおおくの証拠によっても， cその〕作法がおわりを竹・げつつあること
を示すであろう。J

ユダヤ教徒たもは彼に答え〔て言っ〕た。[ユダヤ教徒はみな， そうなるだろう iことを

しかと承知しているO しかし， ~油注がれし者》に対して〔そのJ D!j‘はまだ来ていない。J

すると哲人は彼らに向かつて〔こう〕言った。「なぜあなたがたはそのように百い張るの

か。あなたがたはエノレサレムが破壊され，いけにえが絶え， tri 者たちがあなたがたにつ

いて預百したことがすべて成就したのを見ているではなし、か。げんに，マラキもあなたが

たについて9)あきらかに〔こう〕叫んでいる。『わたLの希望はあなたがたにはない， cま
た〕あなたがたの手からの捧げ物は受けないと，全能の tは百われるO これは日の出る所

から没する所まで， わが名が〔もろもろの〕民の間であがめられているからである。 ま

た， いたるところで呑ときよい俸げ物が， わが名のために捧げられる。 これはわが名が

〔もろもろの〕民の問で偉大だからである。全能の主は〔そのように〕言われる。~10)J寸

1)エゼキエル， xi， 19; xxxvi， 26参加。 ただ L交'子どおりのづ|川ではなし、。 Vaillant，29の挙げる
創世， xxii， 18; xxvi， 4も[.;J様。

2) 版本 ~i Ijeremija}. 
3)エレミヤ， xxxi， 31-3~); へブル， viii， 8-10. 
4) 底本 ~tako gla氏。ljet'bgospOclb}. 
5)エレミヤ， vi， 16-18. 
6) 底本 ~i abbje}. 
7)底本。lovesも moiclγbne vもn~s~}.

8)エレミヤ， vi， 19. 
9) 底本 ~o vasもl
10)マラキ， i， 10-11. 
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木村彰一・岩井憲幸

ると彼らは言った1)0 iではあなたが言うのはこういうことだめ。〔つまり〕すべての民は

われわれにおいて3)祝福され，エノレサレムの町で割礼を受けるであろう〔ということだ)oJ

すると哲人は言った。「それならなぜ、モーセは〔次のように〕言っているのだろうかの。

『もしあなたがたがすべてについて律法を守るべく 〔わたしの言うことに〕 よくよく耳を

傾けるなら，あなたがたの領域は，紅海からベリシテ人の海に及び，また荒野からエウプ

ラテス (Euphrates)JIIに及ぶであろう日。』だが，われわれアプラハムのたねから出た〔も

ろもろの〕民は，エッサイの根から出た者6)によって祝福され.cまたもろもろの〕民の希
望ともへ全地とすべての島々の光8)とも呼ばれる者において〔祝福され).神の栄光に照

らされている9) Cとはいえ，それは〕その律法にも場所にも拠るものではなし、。 預言者た

ちは声を大にして〔そう〕叫んでいる 10)。なぜ、なら，ゼカリアは〔こう〕言った〔ではな

いか)0 Wシオンの娘よ，おおいに喜べ。見よ，あなたの王はあなたの所に来る 11)0 C彼は〕
柔和であって， ロバの子，駄ロパの息子に乗っている。~12) さらに， WC彼は〕エフライムか
ら戦車を断ち，エノレサレムから〔軍〕馬を断つ。彼は〔もろもろの〕民に平和を告げ，そ

の覇権は地のはてから世界のはてに及ぶ。~13)またヤコブは〔こう〕言った。『王はユダを

はなれず， 首領はその足の間をはなれることなく.Cそれは〕あらかじめ定められた者が
来る時まで〔つづくであろう〕。この者こそ〔もろもろの〕民の希望である。~14)

「あなたがたはこれらすべてが完成され成就されたのを見ていながら，ほかのだれを待っ

ているのか。なぜ、なら，ダニエルは天使に教えられて15) W主君キリスト〔の出現〕に至る

まで， 70週』と言った。これはすなわち，幻と預言を封じるための 490年である 16)。ダニ

エルが〔かの〕像17) Cの形を借りて〕述べている鉄の帝国を， あなたがたはどのような

〔帝国〕だと思うか。」彼らは符えた。「ローマ〔帝国〕であるりすると哲人が彼らにた

ずねた。「人手によらず山から離れ落ちた石は1B) だれか。Jすると彼らは答えた。「油注

がれし者〔である)oJ

さらに彼らはふたたび、言った。「ではもしもわれわれが， あなたが言うようにその者は

1) 底本 {glagolas~l

2)底本 {size glagoljesi C……) ?~; {?~は除くべきであろう。
3)底本 {onaS'b~;創世， xxii， 18;なお《すべての〔……〕祝福され》は 170人訳」では {eneulo・
gethesontai en toi spermati sou panta ta ethne tes gëS~. 
4)底本 {tokako Moisii glagoljetも〔……).~; (~を{?~に改める O

5)申命， xi，24. 
6)イザヤ， xi， 1;ローマ， xv， 12. 
7)創iit，xlix， 10; 170人訳J{prosdokia ethnonl 
8)イザヤ， xlix， 6; 1 r伝， xiii， 47. 
9)イザヤ， lx， 1-2;へプル， i， 3. 
10)底本 (velbmiV'bpbj~tも~.

11) 底本 (gr~detも kも tebの.

12)ゼカリヤ， ix，9. 
13)ゼカリヤ， ix， 10. 
14)創世， xlix， 10. なお注7参照。
15)ダニエル， ix， 21. 
16)ダニエル， ix， 24; Vail1ant， 30によれば 1日を 1年に換算したのである。
17)ダニエル， ii， 31. 
18)ダニエノレ， ii，34， 45. 
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すでに来ているということを，預言者〔のことば〕やその他の証拠によってみとめるとし

ても，ローマ帝国はなぜ今日まで権力を保っているのか。」哲人は答えた。 i(その帝国は〕

存続してはいなし、。それは他の〔すべての帝国〕と同じく， (ダニエノレの〕像の比喰に従

ってすでに過ぎ去ってしまった。なぜなら，われわれの〔帝国〕はローマのではなく，預

言者が言ったようにキリストの帝国なのだから。『天の神はひとつの帝国を打ち立てるで

あろう 1)。 それはいつまでも滅びることがなく，その主権は他の民にわたされず，かえっ

てもろもろの国を打ち破って滅ぼすであろう。そして，この〔帝国〕は永遠につづくであ

ろう。~2) これこそ，いまキリストのみ名によって呼ばれるキリストの帝国ではなかろう

か。〔かつての〕ローマ人は偶像に執着していた。だがこれら〔現在の皇帝たち〕は， 預

言者イザヤもあなたがたに示して言ったように，ある者はこちらの，ある者はあちらの民

や種族の出身であり〔ながら，しかもみな〕キリストのみ名によって統治しているのであ

るo Wあなたがたはあなたがたの名を， わたしの選んだ者を飽食させるために残したが，

主〔なる神〕はあなたがたを殺されるだろう O しかし，主に仕える者たちには，新しい名

が与えられる。その名は全地あまねく祝福されるだろう O なぜなら，彼らは真実の神を祝

福するからであり，地にあって誓う者は，天の神によって誓うからである 03)~

「キリストについて明らかに述べられたすべての預言者の預言は，はたして成就しなか

ったであろうか。なぜなら，イザヤはキリストが処女からお生まれになることを示して，

次のように言っているからであるo W見よ， 乙女がみごもって男の子を産むであろう O そ

の名はインマヌエルと呼ばれるであろう。 これは(!神われらとともにいます" という意

味である。』めまたミカは〔こう〕言った。『そして，ユダの地，ベツレへムよ， おまえは

ユダの君たちの中で，けっしでもっとも小さいものとなってはならぬ5)。 なぜならおまえ

の中からひとりの君主が出て，わが民イスラ Z ノレを牧するであろう O その出自は原初か

ら，永遠の日々からである。それゆえ， 産婦の〔生みおとす〕時まで， (その君主は〕彼

らを渡しおかれ6) (彼女は〕生むであろうわ。』 またエレミヤは〔言った。)w(彼女が〕男

の子を産んだのかどうか，たずねるがよし、。そして見るがよし、。 なぜならその〔日〕はほ

かにくらべるべき日のなかったほど大いなる日であるから。それはヤコブにとって悩みの

時となろう。そして彼はそれから救い出される9)o~ さらに，イザヤは〔こう〕言った10〉O

K彼女は〕苦しんで生む前に， (すなわち〕出産〔の時〕の来る前に，男子を産んだ11)o~J 
するとユダヤ教徒たちがふたたび言った。「われわれはセムの祝福されたたねであり，

1)底本 {V'bzdvignet'bbog'b， nebeSbSk'bi cesaI"bstvo}; {，}を除いて考える。
2)ダニエル ii，44.
3)イザヤ， lxv， 15-16. 
4)イザヤ， vii， 14;マタイ， i， 23. 
5)底本 {nikakozemb負bsibyvai}. 
6) ミカ， v， 2-3. 
7)底本 {iroditも}.
8) =レミヤ， xxx， 6. 
9)エレミヤ， xxx， 7. 
10)底本 {iIsaja rece}. 
11)イザヤ， lxvi，7. 
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父ノア 1)に祝福されているO だが， あなたがたはそうではない。」そこで彼〔哲人〕はこ

れらのことを説明して〔こう〕言-った2)0 Iあなたがたの父の祝福とは， 神をたたえると

いう乙とにほかならなL、。だから，何ひとつ彼〔セム〕とはかかわりがなし、。なぜ、なら，

〔事情は〕次のようであるのだからo ~セムの fljl ，主は祝福されてあれわ。』しかし，われわ

れがその出であるヤベテに向かつて、〔ノアはこう〕言った。『主4)はヤベテを大きくし，

そして〔ヤベテは〕セムの天幕に住みますようにのoJJ彼〔哲人〕は預言者と〔聖書の〕

その他の白書〔の双方〕によっ-c尚き明かし，彼ら自身が「あなたの言うとおりであるJ
とみとめるまで，彼らをはなさなかった。

さて彼ら〔ユ夕、、ヤ教徒たちは〕ふたたひ、長った。|あなたがたは〔ひとりの〕人に望み

を託しながら，どうしてJ'j分たちが〔神に〕祝福されていると考えるのか。聖書はそのよ

うな者を呪っているのに町。」哲人はrrえた。[ではダビデは呪われているだろうか，それ
とも祝福されているだろうか。Jすると彼らは言った。「おおいに祝福されている。」そこ

で朽ー人は言った。「だから， ダビデも〔望みを託する〕その人にわれわれもまた望みを託

しているのであるOなぜなら，ダビデは詩篇の，1-1で〔一二う〕言った〔ではないか)0~なぜ、

ならわたしが望みを託した，わがやすらぎの人7)oJlこの人こそ神なるキリストであるO し

かし ただの人に望みを託する者〔がし、るとすれば)， われわれもまたその者は呪われて

いると考えるoJ
ふたたび彼らは別の例をもちだして， (こう〕ぷった。「あなたがたキリスト教徒はなぜ、

'，iiIJ礼をこばむのか。 キリストはそれをこばまず， 作法に従って〔それを〕行なっため〔で

はないかJoJ哲人は符えた。「なぜなら， ~これがあなたとわたしの問の〔契約の〕しるし

となるべきものであるの。』とはじめアブラハムに言われた方が， (キリストとしてこの世

に〕来臨されたときに， それを行なわれたからであるO その方はかの者〔すなわちアブ

ラハム〕からこの者〔すなわちキリスト〕 まで (~JIJ礼を〕守ってこられたが， それ以後

はそれが〔そのまま〕つづくことをお許しにならず，われわれに洗礼をお授けになったの

である。」彼らは言った。「では，そのしるしを受けいれず，アブラハムの〔しるしを受け

いれた〕他の人ひ、とが， どういう理由ではじめ神のお気に召したのであるか。」哲人は答

えた。「それは， その人びとのうちアブラハム以外は明らかにだれも妻をふたりもたなか

ったからであるO それゆえ， (神は〕アブラハムの陰茎に割礼をほどこされ10) 境界をお

与えになって以後それをふみこえないように〔配慮され)， さらにアダムの最初の結婚に

よって子本をおJU--えになり，他の人ひ、とがそれにならって忠-むよう〔にされたのである〕。

1)民本 <otbcemもらicJ，Nojemb~. 
2)氏本 <sもkazav'bze 0 sichも recel
:1)自IJIII:，ix，26. 

4) 底本 ~gospodbl

5)自IJW:，ix，27. 
6) エレミヤ， xvii，5. 

7)訪問， xli，9;このうl川が見当違いであることについては， Skazanija， 121を参照0
8) /レカ， ii， 21. 
9)印JIlt， xvii， 10; ix， 12. 
10)京IJtlJ:， xvii，24. 
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ヤコプにもまた〔神は〕同じようにされた。彼が4人の妻を要ったので1人 ももの筋をし

びれさせ給うたのである 2)。 だが，ヤコブがなにゆえ〔神が) ~~I 分にそれをなされ. cま
た〕彼にイスラエノレ， すなわち神にまみえる知恵という名をおつけになったのかの，その

理由に気づくと，明らかに彼はもはやれ、ちども〕婦人とかかわりをもたなかったからで

ある。ところがアブヲハムはこのことに気づいていなかったり。!

するとユダヤ教徒たちはふたたび彼にたず、ねた。「あなたがたは偶像を崇拝しているが，

どうして〔それが〕神のお気に召すと思っているのかり析人は符えた。「まず初めに，何

がイコンであり何が偶像であるか，名前を区別することを学ぶがよ L、。そして，そのよう

にわきまえた上で，キリスト教徒に反対することをやめるがよし、。なぜ、なら，あなたがた

のことばにはこの像〔というもの〕に対して 10とおりもの一言い方があるからだ。 そこで

わたしも 5)あなたがたにたずねたし、。像とはそーセが11Iで見て運びおろした幕毘6)なのか。

それとも像の像なのかわ。〔モーセは〕たくみな技をもって〔それを〕作った〔ではない

か〕。 木釘のとなめし皮と毛糸9)とケノレピムによって10)みごとな. cもとの像によく〕似た
像を。〔ところで〕彼がそのようにしたカミらといって.cはたして〕われわれは，だからあ
なたがたはそのとき彼に11)そのような像を与え給うた神にではなく，木ゃなめし皮や毛糸

に敬意をはらい， cそれらを〕崇拝している， と言うであろうか。 ソロモンの神殿につい
ても同じであるO その神殿にはケルピムと天使のイコンと，その他おおくの〔ものの〕像

があったのだから12)。それゆえまたわれわれキリスト教徒も同様である。われわれは神の

み心にかなった人びとの像をつくって尊敬の念をあらわし，よきことと悪魔の像とを区別

するのであるO なぜなら，聖書は息子たちゃ娘たちをいけにえとして捧げる者たちを非難

し， cその者たちに〕神の怒り〔の下るべきこと〕を立告しているが13) 同様にまた自分
の息子たちゃ娘たちをいけにえとして捧げる他の者たちをたたえてもいるのである 14)oJ 

すると， ユダヤ教徒たちはふたたび言った。「あなたがたは豚や野ウサギの肉を食べて

いながら， なぜ干111にそむいていない〔といえる〕のか15)oJすると彼〔哲人〕は彼らに詐

1)創世， xxxv. 23-26. 
2)創世， xxxii， 25. 
3) 170人訳J，日IJ世1:，xxxii， 29では《あなたはtltlとともに強かったから} (~hoti eniskhusas meta 
theou})というのがイスラエルという名の由来とされてL、る。 しかし xxxii，31にはヤコプ自身の
ことばとして. ~わたしは顔とほi とな合わせて神古見たから} (~eidon gar theon prosopon pros 
prosõpon~) というわj も l~ えるが， こJしはイスラエルの名とは関{系がなし
4)創刊 xxv，1-2のぷ』むな指すものか

5) 民本 ~i azも}.
6)問エジプト， xxv， 9;へブル， viii，5. 

7)氏本 {iliobrazも obraza} の ~obraza} の次に C} な補う 0
8)出エジゾト， xxxviii， 20. 
9) tiJ，エジプト，xxxv， 6-7. 
10) 氏本 ~cheruvimも》な ~cheruvimy~ に改める; IUエジプト， xxvi， 1， :n; xxxvi， 8， 35. 
11) 底本 ~jemu}.
12)列王1:..vi， 23-28;際代 f'.，iii， 7， lO-15; iv. 
13)エゼキエ/レ， xvi，20;詩篇， cvi， 37， 40. 
14)印Jjil:， xxii， 16-17;ヤコブ， ii， 21-23. 
15)レピ， xi， 6-8; Ifl命， xiv， 7-8. 
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えた。 fCなぜなら〕最初の契約が〔こう〕命じているからである。『あなたがたは， 青い

草と同じように， すべてを食べるであろうl)o~ なぜなら『きよい人には， すべてのもの

がきよいが，けがれている人には良心もけがれてしまっている』からである 2)。 さらに神

は創世記の中で〔こう〕おっしゃっておられるからであるo [J見よ， すべてのものがまこ

とによ¥，，3) o~ ただ， あなたがたが貧欲であるため， 神はそれらから若干のものをとりの

ぞかれた〔にすぎないJo[Jなぜ、ならヤコフ守は食べ， 満腹しべJと〔神は〕言われた， [J愛
されているのにもかかわらずそむいたの。』さらに. [J民は座して飲みかつ食らい， また立

って戯れたの。~J

さて，われわれはおおく〔のことがら〕を要約し，記憶を助けるために，これをこのよ

うに手短に書きとどめたのである。だが，完全な〔形における〕これらのありのままの会

話をさがしだそうと望む人は7に われらが師にして大主教たるめメトディオスが8章に分

けて翻訳したわ，彼〔哲人〕の書物riC1にそれらを見いだすであろう O さらに〔その人は〕そ

こで，敵に対して〔容赦なく〕燃えあがる炎のような，神の恩寵から発した〔彼の〕こと

ばの力を知るであろう。

さて， 彼〔哲人〕のこれらのこころよい， しかも当を得たことばをすべて聞きおえる

と， ハザールの汗と〔その〕高官たちは彼に向かつて〔こう〕言った。「あなたは神によ

って， われわれを教化するためここにつかわされた〔人である〕。あなたは神によって聖

書のすべてに通じ，そのすべてをわれわれに整然、と話してくれた。そして，聖書の蜜のよ

うにあまいことばで，われわれ全部をぞんぶんに楽しませてくれた。だが，われわれは無

学な民である。しかしわれわれはこのこと c.つまり〕あなたが神によって〔っかわされ

た者である〕ということ 10)Cだけ〕は信じるであろう。さらにまた，あなたがわれわれの

魂に平安をもたらしたいと望むなら，われわれがあなたにたずねるあらゆる原理を，われ

われにたとえ話によって11闘を追って説明されよりかくして彼らは休息をとるために解散

した。

XI.一一ーさて彼らは，翌日集まって，彼〔哲人〕に〔こう〕言った。「尊者よ，すべての

中でもっともすぐ、れた信仰を，たとえ話を用い，知恵にもとづいてわれわれに説き明かし

てもらいたい。」そこで哲人は彼らに答えた。 fCむかし〕ある王のもとで， おおいに尊重

1)創世， ix， 3. 
2)テトス， i， 15. 

:~)創世， i， 31. 
4)底本 {sonestoCsic) bo， rece Ijakovも nasytisdをかもnestobo， rece， Ijakovo nasyti 

s~} に改める O

5)中命， xxxii， 15. 

6)出エジプト， xxxii，6;コリント 1，x， 7. 
7)底本 {izechosteto}. 
8)底本 {uとitelbnasb arもchijepiskupoMethodbi}. 

9) ，i1i訳みな同じ意味の訳語を月j¥，、るが， Vaillant， 15のみは {sonlivre， ce qu'a transpose C……〕
Methode}とする(根拠については Vaillant，31を参照〕。ただし私見によれば，このばあい {trans-
poser}が何を意味するかはかならず Lもl切らかでなレ。

10)底本 {jakoty jesi oto boga}. 
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され，またひじように愛されてもいたひと組の夫婦があった。ところが，彼らが罪を犯し

たので，王は彼らを追い出し，その地から追放した。彼らは多年かの〔流刑の〕地ですご

し，貧しい暮らしの中で子供をもうけた。〔あるとき〕子供たちが集って，どうすれば〔自

分たちが〕またむかしの〔高貴な〕身分をとりもどせるだろうかと，相談した。彼らのひ

とりがこう言えば，他の者はああ言い，また別の者は別の意見を述べた。さてそこで，い

ったいどの意見が採用されるべきだろうか。〔採用されるべきは〕最良の意見ではなかろ

うかりすると彼らは言った。「なんのためにあなたはそのようなことを言うのか。なぜ、な

ら，めいめいが自分の意見はほかの〔意見〕よりも良いと思っているのだから。したがっ

て，ユダヤ教徒たちは自分の〔意見〕をほかの〔意見〕よりも良いと思い，サラセン人た

ちも同様であり 1) ほかの者たちもまた別の〔意見を良いと思っている〕。そこで教えても

らいたい，このうちどの〔意見〕がもっとも良いとわれわれはみとめるだろうか。」

すると哲人は答えた。「火は金と銀とを試みわ， 人は知恵によって虚偽を真実から切り

はなす。だから，わたしに言ってもらいたし、。原罪は何がもとで生じたのであるか。あま

い果実を目にしたから， 神性を得ょうと望んだからではなかったのかわ。」すると彼らは

符えた。「そのとおりである。J そこで哲人は言った。「それならば， かりにだれかが蜜を

食べて，あるいは冷たし、水を飲んで健康をそこねたとして，医者が来て，彼に『もっとた

くさんg去を食べればなおる。』と言い，また.水を飲んだ者には， w冷たし、水をたくさん飲
んで， 厳寒に裸で立っていればなおる。~ cと言うとしよう。〕これに対して， もうひとり
の医者はそうは言わず，蜜のかわりに〔何か〕にがし、ものを飲んで絶食するように，また

冷たいもののかわりに何かあたたかし、ものを飲んで体をあたためるようにと，逆の薬を処

方する〔としよう〕。 さて， いったいこのふたりのうちどちらがより熟練した医者であろ

うか4)oJ 

一同は符えた。「逆の薬を処方する者である。 なぜ、ならば， にがみによってこの世の甘

さを， そしてけんそんによってうぬぼれを殺すこと， cつまり〕逆のものを〔その〕逆の
ものによって治療するのが至当だからである。げんにわれわれもまた，はじめにとげをは

やす木は， あとから甘い突をつける， と言いならわしている。」すると哲人はふたたひ、答

えた。「よくぞ言われた。なぜなら， キリストの律法は神に従う生活の厳しさを示してい

るが， しかしそののち永遠のすまいの中での百層倍もの果実をもたらすのであるから。J

すると彼らのうものひとりで，サラセン人の悪賢さをよく知っている顧問が哲人にたず

ねた。「客人よ， わたしに言ってもらいたし、。なぜあなたがたはマホメットをみとめない

のか。マホメットは自分の書物の中でキリストをおおいにたたえ， cこう〕言っている〔で
はないかJoW彼はそーセの姉であるひとりの処女から生まれた。偉大な預言者たる彼は死

者をよみがえらせ， 偉大な力であらゆる病をいやした0~6りすると哲人は彼に向かつて符

1)底本 <Sracinitakozde~. 
2)筋言， xvii，3. 
3)創世 iii，5.
4)底本 <kotoroiubo (……) vracujetô~ の <vracujetô~ のあとに<?~を補う。

5) ヨハネ， xiv， 2. 
6)コーラン， iii， 40， 42; xix， 19-22. 
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えた。「汗にわたしたち両人の判定を仰ぐことにしよう O では言ってもらいたし、。 もしマ

ホメットが預言者であるなら，どうしてわれわれはダニエルを信じる〔ことができる〕で

あろうか。なぜなら彼〔ダニエル〕は『キリスト〔の到来〕まで，すべての幻と預言は停

止される 1)ollと言ったのだから。ところがこの人〔マホメ、ソト〕はキリストののちにあら

われたのであるから.どうして彼が預言者たりえようか。なぜならもしこの人を預言者と

呼ぶならば， われわれはダニエルをこばむことになるのJすると彼らのうちの多くの者が

言った。「ダニエルが古ったことは，彼がネIjlの主によって言った〔ことなのだ]2)0 しかし，

マホメットについては，彼がうそつきであり，万人の救済を破壊した者であることをわれ

われ全部が知っているO 彼は自分の最良のたわごとをめ，忠意に任せて臆面もなく口ばし

ったのである。J

すると彼らのうちの首席顧問がサラセン人の友人たちにめ言った。「この客人は神の助け

によって.ユダヤ教徒たちの思い上がりを5)ことごとく地になげうったが， C他方〕あなた

がたの〔思い上がり〕をもまた，不浄のもののとして川の向う岸になけ守すててしまった。J

彼はまた， C居合わせた〕人びと全部に対しても 7)Cこう〕言った。「神はキリスト教徒た

る王にはすべての民に対する支配権と，完全な知恵とをお授けになったが，それと同じよ

うに，彼らに信仰をも〔お授けになったのである〕。信仰がなければ， だれひとり永遠の

生を生きることはできなし、。神にとこしなえに栄光あれりすると一向は「アーメン」と
一二f 、ルー

同つ 1，-。
すると哲人は〔日に〕涙をうかべて一同に言った。 iCわが〕きょうだいたちよ，父たち

ょ，友人たちよ，二fi共たちょO 見よ，持iはあらゆる知識としかるべき答えとをお与えにな

った。 もしこの上まだ異議を唱える者があるなら， Cわたしを〕説き伏せるかへ それと

も〔わたしに〕説き伏せられるか寸るがよ L、。これを受け入れる者は，聖三位一体のみ名

において洗礼を受けよ 9)。 しかし， Cそれを〕欲しない者，一一わたしはその〔者の〕罪

に10)無関係で、あるが Fーペその者は裁きの日になればきっとわかるであろう O そのときに

は， 日を重ねて老いたる者11)が，すべての民を神として12)裁くため，座に着かれるのであ

る13)oJ彼らは答えた。「われわれはわれわれ白身の敵ではなL、。それどころか〔それが〕

できる者は， 少しずつ， C一一〕われわれはそのように命ずる〔一一〕 自分の怠志で、洗礼

1)ダニエ/レ， ix， 24. 

2)ダニエル， ix， 21-22. 
:3) 1氏本 {bl l}di} を {bl~di} に改める。

4)氏本 {kbprbjateljemb Sracinbskomb}. 

5) I氏本 {Vbsfigrbdynjl} Z idovbskfijl}}. 
6) テクスト {jakoskvrbnbnl}~の \~SkVrbnbnb~ Lt Vaillant，31によれば，ギリシア語 {bebelos}

(ヨてならざる， t¥t俗的な)の {unemauvaise traduction}であるという O

7) 1氏本 {ikb vbsemb ljudbmも}.

8)氏本 {dapriddetb Cpriidetbに改めるコ prepbritb}の《【lapriidetb}はギリシア語 {deuro}
の訳とfげする O
9)マタイ， xxviii， 19. 
10)成本 {segogr益cha}.

11)氏本 {vetbchbii dbnbmi} (170 人 lif~J は {kai palaios hemerδn}). 

12)底本 {jakobogb}. 
l:nタニエル， vii， 9; ，;与信， cx， fi. 
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を受けるがよし、。〔そう〕したい者はきょうから〔でもよろしL、〕。だが，あなたがたの中

で西方を拝したり，ユダヤ教徒の祈りを唱えたり，あるいはサラセン人の信仰を奉じたり

する者は，すみやかにわれわれ〔の手〕によって死を迎えるであろう。」

かくて彼ら〔ハザーノレ人たち〕はよろこびいさんで〔その場から〕散って行った。彼ら

のうち 200人ほどの人びとが異教徒のけがらわしい〔かずかずの〕所行と，ふらちな婚姻

〔のならわし〕を拒否して，洗礼を受けた。汗は皇帝に宛てて次のような書簡をしたため

た。「陛下よ， あなたは， ことばと〔さまざまの〕事物によってキリストの信仰の聖なる

ことを1)説き明かした人を，われわれにの派遣してくれた。われわれはそれがまことの信仰

であることを確信しペ 自分の意志にしたがって洗礼を受けるよう〔人びとに〕命じた。

われわれ〔自身〕もまた向じ〔結果〕に到達したし、と望んでいる O したがってわれわれは

すべてあなたの帝国の同盟者であり，友人であって. あなたが求める 4)どのような場所へ

でも〔赴いて〕あなたに奉仕する用意がある。J

さて，哲人を見j去って行くとき，汗は彼におおくの贈物を与えようとした。しかし彼は

それらを受けず， Cこう〕言った。「あなたがここに保有するギリシア人捕虜〔全員〕をわ
たしに与えよ。それがわたしにとってあらゆる贈物にまさるものである。」そこで200人

ほどのめ捕虜が集められ， 彼〔哲人〕にひきわたされた。彼はよろこびいさんで旅路にの

ぼった。

XII.-水のない荒野にたどりついたとき，彼らはのどのかわきにたえることができな

かった。彼らは塩沢で少しの水を見つけたが， そこカ‘ら〔水を〕飲むことはできなかっ

た。なぜならば〔水が〕まるで胆汁のように〔にがかった〕からであるo 彼ら全員が水を

さがしに散っていったあと，彼〔哲人〕は白分の兄のメトヂィオスに〔こう〕言った。

「わたしはこれ以上のどのかわきにたえられなL、。〔だから〕その水をくんでくれ。なぜ

なら，かつてイスラエノレの人びとのためににがし、水を11・い水にかえてくださったお方が8〉，

わたしたちふたりにもわ慰めをお与えくださるだろうから。」ふたりが〔その水を〕くんで

みる左，水は2まのように甘くてつめたいことが分かった。飲みおえると，ふたりは自分の

しもベたちのためにこのようなことをしてくださった神をたたえた。

さて，ケルソンで大主教と晩さんをともにしながら，哲人は彼に向かつて〔こう〕日っ

た。「父よ， わたしのために〔わたしの〕父がしたであろうようなの祈j時を唱えてくださ

L 、。Jある人びとが〔彼を〕脇へ呼んでなんのためにそうしたのかとたずねると，哲人は答

え〔て言っ〕た。「間違いなく彼はあす， わたしたちのもとから主のみもとに去り， わた

したちをあとに残して行くだろう。JC果たして〕そのようになり，このことばは成就した。

1) 底本 {christbjanbskl! verl! C…・・・Jsv~t~ s弱tl:!l
2)底本 {ny}.
3)底本 {izv凶tbsesd. 
4)底本 {potrebujesi}.
5)践木 {dodovoju sもtul
6)出エジプト， xv， 2~3-25. 
7)底本 {inama}. 
8) 底本 {jak~ze 1 i bi otbCb sもtvorilo}.
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プルライ (Phoul1ai)族1) (の地〕にさくらとつながったかしの大木があった。人びとは

この木をアレクサンドロス (aleksandros)2)と呼んで，その下にいけにえを捧げ，女にはそ

の木にも，木のいけにえにも近づくことを許さなかった。さてこのことを聞くと，哲人は

ためらわずに彼らのもとに足をはこび，彼らのまん中に立って彼らに〔こう〕言った。「ヘル

ラス (Hellas)人たちは永遠の苦しみの中にはいっているo(たとLつまことに偉大なめで

たい創造物ではあるにせよ，天と地とを神としてあがめたからである。 だとすればめ，火

にくべられるはずのつまらぬ木をあがめているあなたがたも，どうして永遠の〔業〕火を

のがれることができょうか。」

すると彼らは答えたの。「われわれは，今からこれをしはじめたわけではなし、。父祖から

〔これを〕受けついだのだ。この〔木の〕おかげ、で，われわれは願いごとをすべてかなえ

てもらえるのであり，なによりもまず雨がたくさん降ってくれる。そしてわれわれは，わ

れわれのうちのだれもがあえてしなかったことを， どうしてするだろうか。なぜ、なら，も

しだれかがおもいきってそれをしたとしても，そのとき彼は死を迎えるだろうし，われわ

れも〔世の〕おわりまで雨を目にすることはないだろうからり

哲人は彼らに答え〔て言っ〕た。「神はあなたがたのことを聖書で語っておられる。そ

れなのになぜ、あなたがたは神をこばむのか。なぜなら，イザヤは主になりかわって〔大声

で〕叫んで〔こう〕言っているではないか。『刊わたしは来て，あらゆる部族と，あらゆる

ことばとを集めるO 彼らは来て，わたしの栄光を見るであろう。わたしは彼らの上に〔ひ

とつの〕しるしを残しへ彼らから救いをもろもろの民，すなわちタノレシス (Tharsis)，プ

ノレ (Phoul?)，ルド (Loud)，モソク (Mosokh)，トベル (Thobel)へ6) またヘルラスへ，ま

たわたしの名を聞いていない遠くの島々につかわすO すると彼らはわたしの栄光をもろも

ろの民の中に伝える"と全能の神は言われるわ。』さらにまた， ~見よ，わたしはおおくの漁

夫と猟師をつかわすO 彼らはもろもろの丘から，また岩壁から8) あなたがたをとらえる

であろうのo~ きょうだいたちよ，あなたがたを創り給うた神をみとめるがよし、。見よ，

〔これが〕神の新しい契約の福音である。その中であなたがたはすでに洗礼を受けている

のだ。」

1) 8世紀から9世紀にかけてクリミア半島にプルライ (Phoullai) と呼ばれる東方正教会主教区中心
都市があったことは文献によって知られるか， {ブルライ族} (底本 {Vo Fulbscる j~zycè})につ

いては不明。たぶんキリスト教徒でありながら異教の風習を残していたクリミアの 1部族の名であ

ろう。くわしくは Skazanija，122; Dvornik， 205-206参照。
2) {男の庇護者》という意味の，その地方の士語のギリシア訳であろう O

3)底本 {to}.
4) 底本 {otõvèstas~ ze oni}. 
5) 底本 {ostavlj~}.

6)かっこの中は 170人訳」の該当箇所(次の注を参照〉によるつづり。ただし Phoulはこの訳では
Phoudとあるが，底本は {Fulb}({Fulo}?)で， Vaillant， 32; Skazanija， 123によればこの形
はへプライ語のテクストと一致し，コンスタンティノスがへブライ語のテクストを知っていたこと

を示すと L、う。

7)イザヤ， lxvi， 18-19. 
8)底本 {otも skalokamenbnyicho}. 訳は Vaillant，18による。
9)エレミヤ， xvi， 16. 
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彼〔哲人〕はこのようにこころよいことばで彼らを説得してから，彼らにその木を切り

たおし，燃やすよう命じた。すると彼らの長老が平伏し，行って椙音書に口づけした。他

のすべての人びとも同じように〔した〕。さて彼らは哲人から白いろうそくを受けとると，

〔歌を〕うたいながらその木へと向かつて行った。哲人は斧を取り上げ， 33度木を打って

から，一同に，その木を切りたおして根もとからひきぬきり， (火で〕焼きはらうことを命

じた。その晩，神〔の定め〕により， にわかに雨が降った2)。彼らはおおいなるよろこび

とともに神をたたえ，神もまたこのことをいたくよろこばれた。

XIII.一ーさて，哲人はコンスタンティヌポリスに行き， 皇帝に拝謁してのち， 聖使徒

教会にあって， 神に祈りを捧げつつしずかに暮していた。 ところで， 聖ソピア (Sophia)

教会には，ソロモンの作である宝石艇の盃がある。その表面にはユダヤとサマリアの文字

で、書かれた詩句3)が〔刻んで〕あるが， だれひとりそれを読むことも解釈することもでき

ずにいた。 しかるに，哲人は〔その盃を手に〕取ると， これらの詩句を読みかつ解釈し

た。〔その〕第 1行は次のようであるo i(これは〕わが盃，わが盃。預言せよ， 星〔の現

われる〕 まで、。夜を眠らずにすごす初子たる主のために飲みものとなれ4)oJ次に第2行
〔はこうであるJoi主が味わうため〔この盃は〕ほかの木でつくられである。飲め，歓喜
に酔いしれよ。そして叫べ， ハレルヤと。」次に第3行〔はこうであるJoi見よ， (ここ
に〕帝王がおられる。 そしてその栄光を全会衆が見るであろう。 そして王ダピデがその

〔会衆の〕中心に〔し、るであろうJoJそして次に909という数字が書かれているの。その
〔数〕を精密に計算した哲人は，ソロモンの治世の第 12年からキリストの生誕までの， 909 

年であることを見いだしたの。したがってこれはキリストに関する預言なのである。

XIV.一ーさて，哲人が〔こうして〕神に歓喜していたとき，またもや〔もうひとつ〕別

の事件と， 以前のそれらに劣らぬ労苦とが〔彼を〕訪れた。すなわちモラヴィア (Mora-

via)侯ロスティスラフ (Rostislav)が，神に励まされて，おのれの諸侯およびモラヴィア

人たちと会議を聞き，皇帝ミカエル (Mikhael)8)のもとに〔使者を〕おくり， (次のよう

に〕言ったのである。「わが民は異教をすててのち， キリスト教の提を守っているが， わ

れらは，他の国ぐにがこれを見てわれらを見習うような，われら自身のことばでキリスト

1)底本 (s話ti iskoreniti je). 
2)底本 (abbjeotも bogad叫 dbbystも).
3)臨本 (pismenyZidoVbsky Samarenbsky grani napbsani). 
4)底本 (Vopivo bl)di gospodevi prbv釦 bCUbõd~stu nostbj/i). 
5)底本(.th.soto i .t.-ro (990)). (.t.-ro)は(.th.-ro)の誤植であろう。だとすれば909が正しい。
Vaillant， 19; Bujnoch， 66; Skazanija， 86参照。底本の 990(訳も同じ;p. 215参照) という読
み方の根拠は不明。なお Dvornik，372は910としているが，これも同様根拠は不明である。
6)底本 (doro~dbstva Christova). 
7)底本 (.th.Soto i .th. (990) leto).上の注 5参照。 Dvornik，372はここでは990年と訳してい
る。なおピザンティン時代の計算では989年が正しく，これが《一代記》で909年となったのは80
を意味するがんらいの (p)(=rr)が接続詞(i)(=H) と誤読された結果であるという J.Sev~enko
の所説については Skazanija，124を参照。
8) ミカエル 3i1士(836-867)。
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教の正しい信仰を説く教師を持たなし、。 ゆえに1) 陛下よ，主教にしてかっこのような教

師〔たる者〕をわれらに派遣せよO なぜ、なら，良き提はつねにあなたがたから出てすべて

の国ぐにに〔ひろがるからであるJoJ
さて，皇帝は御前会議2)を召集すると，哲人コンスタンティノスを呼びだし， 彼にこの

一件を聞かせた。そして言った。「哲人よ， わたしはおまえが疲れていることを知ってい

る。だが，おまえはぜ、ひともかの地に行く必要があるO なぜなら，ほかのだれも，おまえ

のようにこの使命を果たすことはできないからである。」すると哲人は答えた。「わたくし

は波れ. この身も病んでおりますがわ， もしも彼らが自分たちのことばに対して文字をも

っているなら， わたくしはよろこんでかの地にまいりますりすると皇帝は彼に言った。

「わたくしの父祖と，父と，他のおおくの者たちがそれをきがしたが，発見するには至っ

ていなし、。だとすれば，どうしてわたしがそれを発見し得ょうかのJすると哲人は言った。
「それならば，だれが水の上に話しことばを書き，異端者の〔汚〕名をきせられ〔てそれ

にたえ〕ることができましょうか九J皇帝はそのほ方の伯父バノレダス (Bardas)5)とともに

ふたたび彼に答えた。「おまえが望むなら， 神はおまえにそれを与えることがおできにな

る。〔神は〕疑わずに求めるすべての者に与えの，たたく者たちには〔門を〕あけて下さる

のだわり

哲人は退出したのち，昔からの〔おのれの〕ならわしに従って，他の協力者たちととも

に8)一心に祈りを捧けごた。するとやがて神が，おのれのしもべたちの祈りを聞きいれられ，

彼にそれ〔すなわち文字〕を啓示されたの。すると〔哲人は〕たちまち10)文字を作り上げ，

福音書の本文を書きはじめた。「初めにことばがあった。 ことばは神とともにあった。 こ

とばは神であった j等々 11)。皇帝は〔これを〕よろこび，おのれの〔元老院〕議官たちと

ともに神をたたえた。そして〔皇帝は〕ロスティスラフに次のような書翰をしたためたの

ち，おおくの贈り物とともに彼〔哲人〕を派遣した。

1)底本 {po}を {to}に改める O

2)底本 {sもborもとれaI"b}の {cesarb}てピ {cむafb}に改める O

3)底本 {itrudbn'b sy bo1bnも tる10mb}.

4) {水の上にことばを書く〉は《無駄骨を折る》と L、う意味のギリシアの諺 {enhudati (または kath'

hudatos) graphein}のなぞり。文献を月1~、な L、白教は失敗におわるか，あるいは曲解されて異端

をtJ:.む結果になると L、う意味であろう o Skazanija， 127参照。
5)パルダスは皇帝ミカエノレのほ摂政テオドラのきょうだいしお56年以後ミカエル 3¥吐の後見役と Lて，

'i'育lE]の事'xヒの支配円ーであった。
6)マタイ， xxi， 21-22. 
7) マタイ， vii， 7;ノレカ， xi， 9-10. 

8) (協力者たち》は， コンスタンティノスのスラヴ文部制定の'好業に協力していたスラヴ系の人びと

を指すものであろう。だとすれば彼はこれらの《協力者たち》とともに 862年よりも前からこの事

業に取り組んでいたものと推定される o Skazanija， 127 f.参照。
9)院本 {S?jemu bogb javi}. Vaillant， 32の読み}Jに従ってかりをかゆと改める。底本， 271お

よび， Dvornik， 372の訳は《彼にみずからを啓示した》 とあるが， Skazanija， 87; Bujnoch， 67 

は Vaillant と同じ読み方合 L ている O なお次ベージの注 ~3 ， 5合参照れ

10)底本 {abbje}.

11) ヨハネ i，1; この箇所はコンスタンティノスが幌j引に当たって附いた福音去のテグストが， ヨハ

ネ i，1に始まる，いわゆる evange1iariumのそれであったことな示している。
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「すべての人が真理を悟るに至るよう 1〉，かつまたより高い位を得ょうと努力するようの

望んでおられる神は，あなたの信仰と熱意とをご覧になり，あなたがたのことばに対して

文字を啓示されることによってへ いまも， cすなわち〕われわれの時代においても， cみ
ずからのはたらきを〕なし給うた。このようなことは原初の時代をのぞけば，昔から存在

したためしがないのであってへ これは〔ひとえに〕あなたがたもまたおのれの国のこと

ばで、神をたたえる偉大な民〔のひとつ〕に数えられんがためである。それゆえ，われわれ

は神がそれら〔の文字〕を啓示し給うたその人5)をあなた〔のもと〕に派遣した。〔この人

物は〕敬j長で，信仰があっく，大学者で，哲人〔と呼ばれる人物〕である。見よ，受け取

られよベあらゆる金・銀・宝石， さらにうつろいやすし、7)財主にもまさり，いっそう価値

のある〔この〕贈り物を。彼とともにすみやかに斯業を確立し 心から神を求めるようっ

とめられよ 8)。 しかし，一般〔の人びと〕の救いも退けーてはならなL、。すべての人びとが

ためらわずに真の道を歩むようっとめられよ o Cこれはすなわち，)あなたがあなたの努力
によって彼らを神の知識に導き，それによつて'いまカか込ら〔位世.の〕おわりまで

神キリストをf伝信己言‘仰しようと望むそのすベての;霊亙にカか這わつて， あなた〔白身〕がこの世にお

いても来たるべき世においてもほうびを受けるためであり， cまたあなたが〕 コンスタン
ティヌス (Constan tin us) 大帝のごとく，後の〔あらゆる〕世代にあなたの記憶をとどめ

させるためである。J

XV.ーーさて，彼〔哲人〕がモラヴィアに到着すると， ロスティスラフはおおいなる栄

誉をもって依を迎え入れた。そして弟子たちを集め，彼らを教え〔させ〕るために〔哲人

の手に〕委ねた。 まもなく， c哲人は〕教会のあらゆる典礼〔制度〕を移しおえたのち9〉，
彼らに早課，時課， 1晩il*，終~果，そして聖体礼儀を教えた10)。すると，預言者のことばに

従って 11) 耳しいた者たちの耳は聖書のことばを聞くためにあけられ，どもる者の舌は明

瞭に〔語るように〕なった。そこでネrll~まこれをよろこび給い12〉，悪魔は恥じ入った。

さて，ネItJの教えはひろがった。すると，原初から邪悪な英望者たる呪われた悪魔13)は，

このよきことにたえきれず，おのれの〔不正の〕うつわものに入りこみ，おおくの人びと

をそそのかしはじめ，彼らに向かつて〔こう〕言った。「これでt土神はたたえられない。な

ぜなら， もしこのようなことが神のみ心にかなうのであれば，神はこれら〔のモラヴィア

1)テモテ 1，ii， 4. 
2)底本 {dabi (…...) na bolb品bsc cino sotczalo}. 
3) tiIiページの(1:9を参照。
4)底本 {nebるisprbvabylo}. 

5)版本 {jemuzejc bogo javi}. なおriijページの注9を参問。
6)底:;4;{i se， pri imi}. 
7)焼古， viii， 19;ベデロ1， i， 7. 
8)底本 {podvignisc}. 
9)成本 {prるlozb}.
10)底本 {naucijc utrbnici， godinamo， vecerbnii， pavecerbnici tainei sluzbbり.
11)イザヤ， xxxv， 5-6. 

12)底本 {bogも zesc vozveseli}. 
13)底木 {proklctoidbjavolも}.
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人たち〕 も1)初めから文字によって自分たちのことばを書きしるして神をたたえるように

なさることがおできにならなかったであろうか。だが〔神はJ3つのことばだけを選ばれ
たのである。〔すなわち〕へブライ語， ギリシア語およびラテン語〔がこれ〕であり， こ

れら〔のことば〕によってこそ神に栄光を帰するべきであるり ところでそのように語っ

ていたのはラテンの聖職者たちの， (すなわち〕首司祭と司祭と〔その〕弟子たちであった。

そこで哲人は，ダピデ、が他種族の者たちと〔たたかった〕ようにへ 彼らとたたかい，聖

書のことばによって彼らに打ち勝ち，彼らを3言語主義者たち(かつピラト主義者たち)4) 

と名づけた。 なぜ、なら， このように (3つのことばで〕ピラトが主の〔十字架の〕罪状札

にしるしたからであるの。

だが，彼らが言っていたのは，これだけで、はなかった。彼らは〔人びとに〕ほかの恥ず

べきことをも教えペ〔こう〕言った。 r(この〕大地の下には巨頭の人びとが住んでいる。

蛇〔というもの〕はすべて悪魔のつくったものだ。だからもしだれかが(1匹の〕蛇を殺

せば，その人はそれによって 9つの罪を免がれるO もしだれかが人を7) (ひとり〕殺した

ならば，その人は3カ月の間ガラスの〔盃〕に手をふれることなく，木の盃〔だけ〕で飲

まなければならない。Jさらに彼らは， (人びとが〕以前の慣習に従っていけにえを捧げる

ことや，恥ずべき結婚8)をすることをも禁じようとはしなかった。

だが，彼〔哲人〕はこれらすべてをいぱらのように刈り取り，ことばのほのおで焼き払

い， (こう〕言った。「このことについて預言者が〔こう〕言っている。『讃美のいけにえ

を神にささげよ。 あなたの祈りをいと高き者にささげよ9)。あなたの若い時の妻を離縁し

ではならなし、。もしあなたが彼女を憎んで離縁すれば，恥辱があなたの欲望をおおう 1へ

と全能の主は言われる。ゆえにあなたがたは心〔の中〕で慎んで， あなたがたのだれも

が，その若い時の妻を離縁しないようにせよ 1130 あなたがたはわたしの憎んだことをし

た12)。なぜならあなたと，あなたが離縁したあなたの若い時の妻との聞の，契約の証人だ

ったのは神だからであるO 彼女は，あなたの連れ合い，あなたの契約による妻〔ではない

か)13)oJlまた福音書の中で，主は〔こう〕言われる 14)0 w引姦泥するな"とむかしの人びとに

対して言われたことを，あなたがたは聞いた。しかし，わたしはあなたがたに言う。だれ

1)底本 {isii}. 

2)底本 {Latinbsciisõpric~stbnici}. 訳は底本， 218; Dvornik， 374による。
3)サムエル下， viii， 1 ff. 
4)底本{(iPilatbniky)}. 脱落箇所の挿入は Miklosichによるもの。 VitaMethodii， c. VI参照。
5) ヨハネ， xix， 19-20;ルカ， xxiii， 38. 
6)底本 {nも inomubestbstbjU}. 
7)テクスト《とloveka}はあきらかに誤りであろう。訂正の試みについては Skazanija，131参照。
8)底本 {ienitγbbestbstbnyicho}. 
9)詩篇， 1， 14. 
10)底本 {ipokryjetも necbstbpochoti tvoje}. 
11)マラキ， ii， 15-16. 
12)マラキ， ii， 13， 16. 
13)マラキ， ii， 14. 
14)底本 {gospodbglagoljetも}.
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でも，情欲をいだいて1)女を見る者は， 心の中ですでに姦淫したのであるの。』さらに〔こ

う言われる。)Wわたしはあなたがたに言う o不品行以外の理由で自分の妻を離縁する者
は，彼女に姦涯を行なわせるのである。また夫から離縁された女をめとる者も，姦淫を行

なうのである九』そして使徒4)は〔こう〕言った。『神が合わせられたものを，人聞が離し

ではならなし♂。~J

かくて彼〔哲人〕は40ヵ月をモラヴィアで過ごしたのち， 自分の弟子たちを叙階して

もらうために〔旅に〕出た。途中，パンノニア (Pannonia)侯コツェル (Kocel)が彼を迎

えた。彼はスラヴの文字がおおいに気に入ってこれを学び6)，Cさらに〕これを学ばせるた

めに， 50人ほどの弟子を〔哲人に〕委ねた。そして， c侯は哲人に〕おおいなる敬意を払
ったうえ彼を送り出した。 彼は「食物をもたすYこJ7)とし、う福音書のことばにもとづき，

ロスティスラフからもコツェルからも，金も，銀もその他のものもなにひとつ受けず，た

だ，このふたりに乞うて〔約)900人の捕虜をもらいうけ，彼らを解放しただけであった。

XVI.-ーさて彼がヴェネーツィヤ (Venezia) に行ったとき，あたかもー羽のタカに歯

向かう〔あまたの〕カラスのように， cローマ教会の〕司教たち， 司祭たち， 修道士たち
が，彼に対抗して〔彼のもとに〕集まった。彼らは3言語主義の異端を提起して， cこう〉
言った。「人よ， われわれに説明してもらいたし、。あなたはどのようにしていまスラヴ人

のために文字を作り， そしてそれを教えているのか。それら〔の文字〕は， かつてほか

のなんびとも見つけることができなかったものだ。 使徒たちも8) ローマの教皇も，神学

者グレゴリウス (Gregorius) も， ヒエロニュムス (Hieronymus)も， アウグスティヌス

(Augustinus) も〔見つけることができなかったのだ〕。だがわれわれは，文字〔の形〕に

おいて神をたたえるにふさわしいことばを 3つしか知らなし、。〔すなわち〕へプライ語，

ギリシア語およびラテン語である。J

すると哲人は彼らに向かつて〔こう〕答えた。「神の〔昨らせ給う〕雨は， 万人の上に

ひとしく降りそそがないだろうか。また太陽も同じく，万人の上に照りかがやかないだろ

うか9)。 また， われわれはすべてひとしく， 空気を呼吸していないだろうか。 それなの

に，あなたがたは3つのことばだけを〔神のことばと〕みなし10) ほかのあらゆる民族や

種族が，めくらでありつんぼであることを望んでいる。あなたがたはどうしてそれを恥ず

かしいと思わないのか。わたしに説明してもらし、たし、。あなたがたは神を， c他の民族に〕
それ〔すなわち自分の文字〕を与えることができないほど，無力であるとするのか。それ

1) 底本 ~S'b pochotbjQ}. 
2)マタイ， v， 27-28. 
3)マタイ， v，32. 
4)言うまでもなく使徒ではなくキリストでなければならなL、。次の注参照。

5) 底本 ~ife jest'b bog'b S'bとetalも， clovek'b da ne razlQCit'b}マタイ， xix， 6;マルコ， x，9. 
6) 底本 ~nauとiti s~ imも》を ~nauとi s~ im'b}に改める。
7)マタイ， x， 10. 
8) 底本 ~ni apostoli}. 
9)マタイ， v，45. 
10) 底本 ~tri j~zyky mるn~ste tもとbjQ}.
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とも， Cそれを〕望まないほど1) ねたみぶかい〔者である〕 とするのか。だがわれわれ
は，文字を知り，おのおの自分のことばで神に栄光を帰しているおおくの民族〔のいるこ

と〕を知っているが， C中でも〕はっきりしているのは次の〔諸民族， すなわち〕アノレメ

ニア人，ベルシア人，アプハス人，イベリア人， ソグド人， ゴート人，アヴアール人， ト

ゥルスィ，ハザール人，アラピア人，エジプト人，シリア人，および他のおおく〔の民族

であるJo2) 
iCしかしながら，J もしもあなたがたがこの事〔実〕から〔なにも〕分かろうとしない
のならば，せめて聖書から〔このことについての〕判定者〔がし、ること〕を知るがよし、。

なぜなら，ダピデは叫んで〔こう〕言っているo W全地よ， 主に向かつてうたえ。新しい

歌を主に向かつてうたえ。Jわさらにまた， w全地よ， 主に向かつて戸をあげよ。 うたえ，

喜べ， Cほめ歌を〕うたし、t:f:!1せ心。』またべつの箇所に〔こうあるJon、と高き者よ，全地が
〔あなたを〕礼拝し，あなたのためにうたうように。 またみ名のためにうたうように5)o~ 

さらにまた， wもろもろの氏よ，神をたたえよ O もろ人よ， fu Cf![IJをたたえまつれ6)o~ 

そして， w息あるすべてのものが主をほめたたえるようにわo~ また〔ヨハネは〕福音書の

中で〔こう〕言っている。『彼を受けいれたすべての者に， 彼は神の子となる力を与えた

のであるの。』 また同じ〔ヨハネはこう言っているJoWわたしは彼らのためばかりではな
く， 彼らのことばのゆえにわたしを信じている人びとのためにも， お祈りいたします。の

それは，父よ，あなたがわたしのうちにおられ，わたしがあなたのうちにいるように，み

なの者がひとつとなるためであります10)o~ またマタイは〔こう〕言った。『わたしは，天

と地において，いっさいの権威を授けられた。それゆえ，あなたがたは行って，すべての

民を教え，父と子と聖霊との名によって，彼らに洗礼をさずけ，わたしがあなたがたに命

じたいっさいのことを守るように教えよ O 見よ，わたしは世の終りまで，すべての日日に

あなたがたと共にいるのである O アーメン 11)o~ マルコもまた〔こう言っているY2)0 Wあ

なたがたは全世界に行って，すべての造られたものに福音を宣ベ伝えよ。信じて洗礼を受

ける者は救われるであろう。だが信じなかった者はつliに定められるであろう O 信じた者に

は，このようなしるしが伴うであろう。〔すなわち，J彼らはわたしの名によって悪霊を追

1)底本 {jakone chot~sta}. 
2)ここに列挙されている諸民族のうち，アプハス人(ロシア語 a6xa3hI)は現在のソ連ク*ルジア共和
国北西部にいまも居住するコーカサス系民族。イベリア人(ロシア語 H6ephI)はグルジア人を指
す。ソグド人 (Sogdoi，Sougdoi)は中央アジアのオクソス (Oksos，現在の Amu-匂Daria)，イアク
サルテス (Iaksartes，現在の Syr-Daria)両河上流の中lilJ1也荷にいた占代の民族。 トゥルスィ(底
本 {Tursi})は不明。
3)詩情， xcvi， l. 
4)詩篇， xcviii， 4. 
5)詩情， lxvi，4. 
6)詩情， cxvii， l. 
7)詩篇， cl， 6. 
8)ヨハネ， i， 12. 
9)底本 (molj扮.
10)ヨハネ， xvii， 20-2l. 
11)マタイ， xxviii， 18-20. 
12)底本 {iMarもkopaky}. 
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い出し，新しいことばを語るであろう l) o~ さて〔主は〉あなたがた律法学者に向かっても，

ふたたび、〔こう〕言われるの。『偽善者の律法学土，パリサイ人たちょ。あなたがたに災い

あれ。なぜならあなたがたは，人びとの前に天国を閉ざすからである。あなたがたは自分

もはいらないし， その中へのはいろうとする人にも〔はいることを〕許さないのだ心。』さ

らにまた， w律法学土たちよ， あなたがたに災いあれ。なぜならあなたがたは知識のかぎ

を取りあげて，白分もはいらず，はいろうとする人たちをも妨げたからである O~5)

「またコリント人たちに向かつてノ之ウロは〔こう〕言った。『わたしは実際， あなたが

たがひとり残らず異言を語ることを望むが， それ以上に預言をすることを〔望む)。 なぜ、

なら教会もまたの啓発を受けるようにそれ〔すなわち異言〕を説き明かさないかぎり， 異

を語る者よりも，預言をする者の方がまさっているからである。だから，きょうだいた

ちよ。たといわたしがあなたの所に行って異言を語るとしても，啓示か知識か預言か教え

かを語らないかぎり，あなたがたにとってなんの役に立つだろうか。しかし，筒にせよ，

キタラ (kithara)にせよ，命のないものがたとい音をだしても， もしその音(ね)に変化

が与えられなければ， c何が〕吹かれているのか， もしくは弾カ通れているのか， どうして
知ることができょうか。実際また，もしらっばがあいまいな音(ね)を出したら，だれが

戦闘の準備をするだろうか。それと同様に，もしあなたがたが異言ではっきりしたことば

を語らなければ，語ることがどうしてわかってもらえるだろうか。つまり，あなたがたは

空(くう)に向かつて語っていることになるだろう O

『この世にはりじつに多くのことばがあるが，意味のないものはひとつもなL、。もしわた

しがそのことばの意味を知らなければ，わたしに語っている人にとっては，わたしは異国

人であり，語っている人も， わたしにとっては〔異国人である〕。あなたがたもまた，霊

の賜物を熱心に求める者である以上は，教会の啓発のために，それがあなたがたにゆたか

にあるよう求めるがよL、。であるから， 異言をもって諮る者は， c自分でそれを〕説き明
かすことができるように祈るがよし、。もしわたしが異言をもって祈るなら，わたしの霊は

祈るが，知恵は突を結ばないからである。では，どうすればよいか。わたしは霊で祈り，

知恵でも祈ろう o霊で歌い，知恵でも歌おう。〔そうでないと， )もしあなたが霊で、祝福の

ことばを唱えても，初心者の席にいる者は，あなたの感謝に対して，どうしてアーメンと

えょうか。なぜならあなたが何を言っているのか，彼にはわからないからであるO 感謝

するのは結構だが， ほかの人が啓発されることにはならないのであるO わたしは， (その

ことでは〕わたしの神に感謝している〔のだが)， あなたがたのうちのだれよりも多く異

言を語る〔ことができる〕。 しかし教会では 1万のことばを異言で語るよりも， ほかの

人たちをもの教えるために，むしろわたしの知恵を用いて 5つのことばを語りたいと望む。

1) マノレコ， xvi， 15-17. 
2)底本 (glagoljetも ze ko vamo paky zakonouCi teljemõ~. 

:3)底本 (Vonje~. 

4)マタイ， xxiii， B. 
5) ノレカ， xi， 52. 
6)底本 (icrbky~. 

7)底本 (Vomirè~. 
8)底本 {iiny~. 
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『きょうだいたちよ。知恵では子供であってはいけなし、。悪事については幼な子のよう

で、あれ。だが知恵では，おとなであれO律法に〔こう〕書かれている。「わたしは，異国の

ことばを語る民を通じ，異国のくちびるを用いて，この民に向かつて，語り始めるであろ

う。だがそうして〔すら〕も，彼らはわたしに耳を傾けないであろう，と主が言われるJl)。

だから異言は信者のためではなく未信者のためのしるしであるが，預言は未信者のためで

はなく信者のためのしるしであるO もし〔ひとつの〕教会全体がいっしょに集まって，みな

が異言を語っているところへ，初心者か不信者のだれかがはいって来たら，彼らはあなた

がたを気違いだと言うのではなかろうかの。〔しかし〕みなが預言をしているところへ，

初心者か不信者のだれかがはいって来たら，彼はみなの者に非を悟らされ，みなの者にさ

ばかれ，その心の秘密があばかれ，その結果， ひれ伏して神を拝み"まことに， 神があ

なたがたのうちにいる"と告白するに至るであろう。

『では，きょうだいたちよ O どうすればよいのか。あなたがたがt、っしょに集まるとき，

あなたがたのひとりひとりが詩篇を持つなり，教えを持つなり，啓示を持つなり，異言を

持つなり，説き明かしを持つなりするのであるが，すべては啓発のため〔に役立つよう〕

であらねばならなし、。もし異言を語る者があれば，ふたりか，多くて 3人の者が， 11買々に

語り， そしてひとりがめ〔それを〕説き明かすべきであるO もし説き明かす者がし、ないと

きにはペ教会では黙っていて，自分と神に対して語っているべきである。 預言をする者

〔のばあいに〕も，ふたりか 3人かが語り，ほかの者が〔それを〕説き明かすべきである。

〔しかし〕すわっている他の者に啓示が与えられたばあいには，初めの者は黙るがよし、。

あなたがたは，みなが学びみながはげましを受けるために，みながひとりひとり預言をす

ることができるのであるから。そして，預言者の霊は預言者に服従するものである。神は

無秩序の〔神〕ではなく， 平和の〔神〕である。5)聖徒たちのすべての教会で〔行なわれ

ている〕ように，あなたがたの妻たちは教会では黙っていなければならなし、。彼女らは語

ることが許されていず，律法も言っているように，服従せねばならなし、。もし何か学ひ、た

いことがあれば，家で自分の夫にたず、ねるがよし、。教会で語るのは，婦人にとって恥ずべ

きことである。それとも，神のことばはあなたがたのところから出ている〔と言う〕のか。

あるいは，あなたがただけに来た〔と言う〕のか。もしだれかが，自分は預言者か霊の人

であると思っているなら， cその人は〕わたしがあなたがたに書いていることを認めるべ
きである 5)。なぜ、なら〔これは〕主の命令だからであるの。 しかしもしだれかが〔それを〕

認めないのなら〔その人は〕認めないがよろしし、。それゆえ，きょうだいたちよ，預言す

1)イザヤ， xxviii， 11-12. 

2)底本 {nerek!!t'b lil 

3)底本 {ijedinも}.
4)底本 {asteli ne D!!det'b sもkazatelja}.

5-5) Lavrov のテクストになし:底本 {jakovも vbS益ch'bcrbkもvach'b sv~tyich'b， zeny vas~ v'b 

crbk'bvach'b da mlbとがも nevelit'b bo S~ im'b glagolati， n'b da povinuj!!t'b S~ ， jakoze 
zakon'b glagoljet'b; aste li cesomu nauとitis~ chot~tも， v'b domochも svoich'b m~z~ da v'b・

prasaja.t'b， sram'b bo jestも zenるvも crbkもviglagolati. ili ot'b vasも slovobozbje izide? ili 
v'b vasも jedinるch'bobrete s~? aste k'bto mbnit'b s~ prorokも byti ili duchoVbn'b， da raz-
um益jet'b， jeze pisa. vamも}.
6)訳は Dvornik，378による。
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ることに熱心であれ。また，異言を語ることを妨げではならなし、。そして，すべてのこと

を見苦しくなくの，かつ秩序正しく行なうがよ¥，，2) o~ 

i(彼は〕また〔こうも〕言っている。『また， あらゆる舌が， 父なる神の栄光のために

Hイエス・キリストは主である" と告白するであろうめ。 アーメン。~J これらのことばと

他のおおくの〔ことば〕によって， (哲人は〕彼らを恥じ入らせ， そして彼らを残して，

立ち去った430

XVII.-さて， ローマ教皇5)は彼〔哲人〕について聞き知ると，彼を迎えに〔人を〕

っかわした。彼がローマに到着したとき教皇6)ハドリアヌス (Hadrianus)7)自身が，全市民

とともに， (全員が〕ろうそくを手にして彼を迎えに出た。なぜなら彼は， 殉教者にして

ローマ教皇たる聖クレメンスの聖遺体をも，たすoさえて来たからである的。するとただち

に，神はおどろくべき奇蹟をこの地で行ない給うた的。足なえの人が〔ひとり〕その場で

なおり，他のおおくの人びとはさまざまな病気がいやされた1030 そのうえまた，囚人たち

も， キリストと聖クレメンス〔のみ名〕を叫ぶと 11)，(彼らを〕 とらえていた人ひ、とから

解放されたのである。

さて，教皇はスラヴ語〔訳〕聖典を受けとると， これを聖別しノ川、ネ (Phatne) と呼

ばれる聖マリア教会12)に安寵した。そして〔人びとは〕それら〔の聖典〕の上で13)聖なる

ミサを14)唱えた。そののち15) 教皇はフォルモスス (Formosus) とガウデリクス (Gau-

dericus) の両司教16)に対し， スラヴ人の弟子たちを〔司祭に〕叙階することを命じた。

〔彼らが〕叙階されると 17) ただちに18) (彼らは〕聖使徒ベテロ教会1のにおいて， スラヴ

1)底本 {blagoobrazbno}.
2)コリント 1，xiv， 5-40. 
3) ピリピ， ii， 11. 

4)底本 {iotoide， ostavlb icho}. 
5)ニコラウス (Nicolaus)1世 (858-867)を指す。
6)底本 {apostolikoAndrbjanも}.{aposto1iko}にあたるラテン語 apostolicusが8世紀から 10世
紀にかけて西欧でも東欧でも教室を意味したことについては， Dvornik， 295妊.; Skazanija， 138 f. 
を参照。

7)教皇ニコラウス 1世は867年 11fJU 日に残しており， コンスタンティノスをローマで迎えたのは
同年 12月14日に即位Lたハドリアヌス 2世 (867-872)であった。
8)底本 {jako sv~tajego Klimenta mo話tines~stu}. Wスラヴ研究s，No. 31， p. 14，社:1参照。
9) L氏本 {iabbje bogo cudesa prさslavbnasもtvoritu}. 

10) 底本 {iscelis~ s~}. 

11)底本 {Christanarekose sv~tajego Klimenta}. 
12)現在の SantaMaria Maggiore教会。パトネ (phatne)はギリシア話で《まぐさ桶》の意味。
Bujnoch， 174によれば，筆者がここでラテン話 {AdPraesepe} でなくギリシア語の名称を用い
ているのは，同兄弟がローマ滞在ちゅうギリシア入居住地区にいたことを暗示しているという。

13)底本 {nadも nimi}.
14) 底本 {sv~t毎月 liturgij~}. 

15)底本 {posemb}. 
16)このふたりの司教については Bujnoch，174参照。
17)底本 {ijakoze sv~tis~ s~}. 
18)底本 {abbje}.
19) 底本 {sv~tajego apostola Petra}. 

つ山



木村彰一・岩井憲卒

認でミサをn日えた。翌日彼らは聖ベトロニノレラ (Petroni1la)教会1)で〔ミサを〕唱え， 3日

日には聖アンドレアス (Andreas)教会ので〔ミサを〕唱えた。そしてそののち，全世界の

偉大なる師， 使徒ノえウロ教会3)において， 彼らは夜を徹して 〔ミサを〕唱え， スラヴ語

で〔干rllを〕たたえた。 そして翌朝ふたたびの， 7司教ののひとりである司教アルセニウス

(Arsenius) と，図書館長アナスタシウス (Anastasius)6)の援助をうけて， 彼らはパウロの

JY」ぜりょの1:でミサを (11日えたのであった〕。

さてfT人は(1分の弟子たちとともに，こ〔れら〕のことについて，しかるべき讃美を神

に捧げてやまなかった。他方ローマの人びとは彼のもとへ〔訪ねて〕来ることをやめず，

あらゆることについて彼に質問し， そして彼から〔その) 2倍・ 3倍もの説明を受けたの

であった。さて，同じように〔訪ねて〕来たひとりのユダヤ人が，彼と議論していたが，

あるとき彼に I~IJ かつて〔こう〕言った。 iCその者が〕処女から生まれるはずだ，と預言者

たちが7)言う〔その〕年数に照らしても 8) キリストは〔この世に〕まだ来ていない〔で

はないか)oJそこで哲人は彼に，系図にもとづいてアダム以来の年をすべて数えあげ，

〔キリストはすでに〕米たり給うたのであり，そのときから今日までいかに多くの年月

〔が過ぎ去った〕かを，こと前nかに彼にIjiliJ〉た。そして教えさとしたのち，彼を帰らしめ
たのであ η た。

XVIII.一一それからの数かずの辛苦が彼〔哲人の身〕にふりかかり， そして彼は〔つい

に〕州にたおれた10)。多くの 11々病をたえしのんでいたとき，ある}一1:ff!lの現われ給うのを

凡て， 彼は次のように〔聖歌を〕となえはじめた。「わたしに向かつて『われらは主の家

にはいろうJと言った人びとのゆえに，わたしの魂は喜び， (わたしの〕心は楽しんだ11)oJ 

そして12)彼は祭服に身をつつむと，そのままその日 1日を過ごし13)歓喜しつつ〔こう〕言

ったoi¥，、まよりのち， わたしは皇帝のしもべでもなく， 地 I二のだれのしもべでもなし、。

ただ全能者たる神のしもベなのだ。わたしは〔生前〕いなかった。そして〔この世に〕い

た。そして〔来世は〕永遠にいる 1430アーメン。」翌日，彼は聖なる修道服を身にまとった。

1)パテイカン正に 161廿:紀初)]iJ{まであったIIJJ肢の教会。
2)現在の SanGregorio al Celio教会か。 Skazanija，139参加。
3)現在の SanPaolo fuori le Mura救会。
4)底本 {Vovelikajego ucitelja vbselenbskajego Pavla apostola crbkもvi， vbsj~ nostb pes~ ， 

slavoslovcste Slovenbsky， na utrる pakyliturgij号}.

5) ローマ近郊の 7つの教区の 11"]教たち。教皇の顧問をつとめていた。

めこのふたりについては Bujnoch，174 f.; Skazanija， 139 f.を参照。
7)底本 {proroci}.
8)ダニエル， ix， 24-25;イザヤ， vii， 14参照。

9)氏本 {i}

10)山本 {ivも boleznbvもpadc;.

11)訪問， CXXll， 1; xvi， 9. 
12)底本 {i}.

13)山本 {takopr品ystも vbSbdbnb tも}.

14)氏本 {nebecho， bycho， jesmb Vo vをky}. Skazanija， 141によれば r!i代ギリシアの墓碑銘
{ouk emen， egenomen， ouk esomai}のパラフレーズ。

-~12-
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そして，光に光を加え1) おのれにキュリロス (Kurillos) という名をつけたのであった。

彼はその服をつけて 50日間過ごした。〔やがて，J安らぎを得て永遠のすまいにの移り

住むときが近づくと，おのれの両手を神に向かつてさしあげ，涙ながらに祈りつつこう言

った。「主よ，わが神よO あなたは天使の軍勢のすべてと， 無形のカのすべてをつくられ

たのまた〔あなたは〕天をひろげ，地のもといを置かれたの。〔あなたは〕存在するすべて

のものを. 無から有へとみちびかれたの〔あなたは〕あなたのdむ志を行ない， あなたを恐

れ.あなたのtlを':fる沓に，つねにヰを傾けられる 4)のわが折りを聞き入れ給え。そして，

あなたの忠実な〔しもべの〕群れを守り給え。その〔群れの〕ためにあなたは，この役に

も立たぬ5)ふさわしからざるあなたのしもベであるわたくしを任じられたのです。 あなた

に向かつて胃潰のを発する者たちの背神と異教との悪から. 彼らを救い給¥，，6)， :3言語

主義の異端を滅ぼし/給えo (あなた〕ご I~I 身の教会を多数ふやし給え。すべて〔の人びと〕

を集めて和合せしめ給え。ひたすらあなたに対するまことの信仰と〔その〕正しい合白と

において思いを同じくする選ばれた人ひ、とηをつくりだし給えO しかして彼らの心の中に，

あなたの教えのみことばを吹きこみ給え。なぜなら，もしあなたがあなたのキリストの福

音をのベ伝えるために，ふさわしからざるわれら，よき行ないをこころがけあなたのみ心

にかなうことをしようとするわれらを受け入れ給うたとすれば，それは，あなたの恩寵で

あります。わたくしはあなたがわたくしに与え給うた人びとを，あなたに属するものとし

て， (¥，、ま〕あなたにお返しいたします。 あなたの力強い右手で彼らを御し給い， あなた

の翼の守りによって彼らをおおし、給え830 すべて〔の人びと〕がみ名と，父と子と聖霊と

をたたえんがために。アーメン的。J(哲人は〕聖なる口づけを一向に与え，そして〔こう〕

言った。「神はほむべきかなσ 〔神は〕われらをえじきとして， 日に見えぬわれらの敵の歯

にわたされはしなかった。そうはなさらず，彼らの網を破り 10) われらを破滅からお救い

くだされた11)oJかくて彼〔哲人〕は主のうちにあって永眠した。享年 42，天地開問より
6377年，第2インディクティオ (indictio)12)の， 2月 14日のことであった。

そして教皇は，ローマにいたギリシア人全部と，また同じくローマの人びと 13)に，ろう

そくを持って集まり，彼〔哲人のなきがら〕に向かつて(Ii~歌を〕唱え，あたかも教皇自

1)テクスト {isveto ko svるtupriimö} の;lI~は Vaillant， 24 によった。 ~W釈につ L 、ては Vaillant ，

33 を参 J\\~。異説については Skazanija ， 141参照。
2)底本 {vも veCbnajazilista}. 

:nイザヤ， x1iv， 24; 詩情 cii，25. 
4)民本 {vbsegdapos1usajci}. 

5)マタイ， xxv， 30. 
6)底本 {izbavijc bezbozbnyjc poganbskyjc zも10by，glagolj弓stiichona tc chul!!}; {zもloby}

のあとの{，}を取り去って考える O
7)ベテロ 1，ii， 9;テトス， ii， 14. 
8)詩篇， lxi，4. 
9)底本心lavbsi chvalctも imctvoje， otbca syna svctajego ducha， aminb}. 

10)底本 {s色tbicho sもkrusi}.

11)詩篇， cxxiv， 6-7. 
12) 同暦では(天地開闘肝の 6377 1f:から 5508 年をう I~ 、た) 869年。 インディグティオの数は天地開嗣
慌の年代を1Iミす数を 15-("，Ifl]った残りにひとし L、。

13) J.氏本 {takozdeze Rimljanomo}. 

- 21:~ 
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身のために行なうかのように，彼〔哲人〕の葬列を仕立てることを命じた。そして実際ま

た〔人びとは〕それをとり行なった。しかし彼の兄メトディオスは教皇に願い〔出て〕

こう言った。「母はわたくしどもに〔こう〕誓わせました。わたくしども〔ふたり〕のど

ちらか先にあの世へ行った者〔があれば)， (残った者が〕彼〔のなきがら〕をきょうだい

である自分の修道院へ運んで行き1) そこに彼を葬るようにとりそこで教皇は， 彼〔哲

人〕をひつぎの中に納め， 鉄の釘で〔ふたを〕打ちつけることをの命じた。〔教皇は)7日

間彼〔哲人〕をこのようにしておき， (人ひ、とに〕旅仕度をさせた。〔ところが〕ローマ教

会の司教たちが教皇に向かつて〔こう〕言った。 i(彼が〕おおくの土地を遍歴したのち，

神が彼をこの地に導かれ， ここで彼の魂を受け入れ給うため以上，この地こそ彼が尊者と

して埋葬されるにのふさわしいりすると教皇は言った。「彼の聖性と彼の愛とにむくいる

ため，わたくしはローマ教会の慣習を破り，彼を聖使徒ベテロ教会のわが埋葬所に葬ろ

う。」 しかし彼〔哲人〕の兄は言った日。「あなたがたがわたくしの言うことに耳をかされ

ず，彼をわたくしに返してくださらなかったから〔申し上げるが)，もしあなたがたさえよ

ければ， (彼が〕聖クレメンス教会に葬られるように〔していただきたい〕。彼はこの地へ

も， 彼〔クレメンス〕とともに来たのであるから。」そこで教皇はそのようにすることを

命じた。

そしてふたたび， 栄誉をもって彼〔哲人〕の葬礼をとり行なおうとして， 司祭たちが

あらゆる人びととともに句集まって来て， (こう〕言った。「ひつぎの釘を抜き，彼〔のなき

がら〕から何かが取られていないかどうか見てみようわ。」そこで彼らはすこぶる骨を折っ

たが，神のご摂理によって，ひつぎの釘を抜くことができなかった。かくて彼らは彼をひ

つぎに入れたまま， 聖クレメンス教会の祭壇の右側にある墓に彼を葬った。〔すると〕そ

こで多くの奇蹟がおこりはじめた。これを見たローマの人びとは，彼〔哲人〕の聖性に対

する尊崇の念をいっそう深め8) 彼のイコンをその墓の上にえがき， 日夜基の上で〔燈明

を〕ともしはじめた。神の栄光をたたえる人びとの栄光をこのようにあらわし給う神をペ

彼らはたたえたのであった。なぜなら，その〔神〕に栄光とほまれと尊崇10)とがとこしえ

にあるからである。アーメンO

1)底本 ~jako ize otも nasも prbVるjepr益idet'b， da prineset'b jego V'b svoi bratrbn'b monastyrb}. 

《自分の修道院》とは， 具体的には小アジアのオリュンポス (W スラヴ研究~， No. 31， p. 12，注7
参照〉にあったポリュクロン (Polukhron)修道院を指すものであろう。 VitaMethodii， c. IV に
よればメトディオスはモラヴイアへ赴く前に，一時この修道院の院長の職にあった。

2)底本 {zagvozditigvozdbmi zelezbnyimi}. 

3) 底本 ~dus~ jego prij~l'b}. 
4) 底本 ~i pogrebenu byti}. 

5) 底本 ~glagola ze bratr'b jego}. 

6) 底本 ~jepiskupi ， s'b vb時miljudbmi}. 

7) 底本 ~vidimも， jedaとbtovもz~to b~detも otも njego}.

8) テクスト ~bolje prilozis~ s~ sv~tyñi jego cbsti}. 底本 229;Dvornik， 380; Skazanija， 92 
によって意訳。

9)サムエルーl::.， ii， 30. 

10) 底本 ~i poklanjanbje}. 
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